



































                                                             
1 サンパウロ州人文科学研究所が実施した日系人口調査によると、1988 年現在のブラ
ジルの日系人口は 128 万人で、ブラジルにおける日系人の構成比は、1 世 12.5％、2
世 30.9％、3 世 41.3％、4 世 13.0％、5 世 0.3％、不明 2.1％である。 

















捉えることが可能であると考える。2011 年 10 月から 2012 年 4 月に行われた
現地調査において循環日誌は収集された4。第 3 号から第 5 号までの 3 冊であ
り、1949年 5月 29日から 1950年 8月 5日までの 412日間が記録されている。
ただし、古紙のインク染みや調査時の記録機器の性能などによって、一部記





	 レジストロは、サンパウロ市から南西約 185km のところに位置し、リベイ
ラ河沿いにある地方都市である。1916 年に日本移民がはじめて入植した土地
であり、現在でも多くの日系人が暮らしている。 








                                                             








日本からの第一回入植者である 4 家族が 1917 年 1 月にブラジルに到着し、
1919 年末までに約 400 家族が入植した。当時、レジストロ入植地は「部」に

























                                                             


































                                                             




































                                                             
8 1937 年にブラジル日本人教育普及会によってブラジルで育つ日系二世の生活世界を

































	 これは 1945 年頃から開催してきた各部間の対抗野球試合についての記述
である。1949 年には、5 月 22 日から 6 月 26 日までの毎週日曜日に対抗試合
が行われた。父兄が 7 月 5 日に慰労会を開催していることから、選手だけで
はなく部全体で対抗試合を盛り上げていたことがわかる。また、各部から数



























































































特に、3 月から 8 月までの間にコーヒーに関わる農作業が多い。6 月頃から 9
月頃までコーヒーの実を収穫し、他の時期には植苗や除草を行っている。6











                                                             
















め」や「芯取り」と呼ばれる手入れ作業が始まり、10 月頃から 12 月頃にか
けては、手入れ作業に加えて煙草の葉の収穫、乾燥などさまざまな作業を行
う。H.K さんは 10 月 26 日の日誌に「僕等二人は雨の降るのもかまわずにた
ばこの芽止めをした。芽止めは今が一番手間の取れる時ですが、少したつと
又らくになる。夕方は雨が止んでよかった。お母さんが少し手伝ったので芽







	 第四部の青年会では共同作業を行う日があった。循環日誌には、1949 年 6




用文は、共同作業が実施された 1949 年 6 月 8 日の日誌の一部である。 











へ行った。カフエーは I さんが持って行かれたので山でごちそうになった。 
	 今日は皆で二十一人であったのではかどったと思った。 
































































                                                             
15 聞き取り調査によると、第四部の入植者はキリスト教徒が多かったという。 












さんは 1950 年 5 月 9 日の日誌に次のように記述している。 
















	 例えば、レジストロにおける陸稲の播種は、先述したように 11 月中旬から
山に火を入れ、草木を焼き払った後に播種する焼畑農法であるが、N.Y さん






代替としてカマラーダの労働力が提供されることもあった。12 月 29 日に陸
-80- 
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付記 
	 本稿は、文部科学省科学研究費助成金「移民子弟のホスト社会への参加に
関する人類学的研究―日本とブラジルを事例に―」による研究成果の一部で
ある。 
